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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 
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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

 

  酪農学園大学創世寮が閉寮して、早いもので８年が経ちましたが、昭和４５年～４６

年の入寮生有志が発起人となり、令和２年に「酪農学園大学・短期大学 第一回創世寮

OB交友会」を企画して、当該年次中心の入寮生に案内しました。 

 しかし、新型コロナ感染症の影響で一度は開催を断念して、中止・延期するも本年（令

和５年）コロナ禍も明けて、社会活動も解禁となった為、改めて１０月２２日（日）開催

で案内したところ、４４名の卒寮生が集まりました。 

 会場の新さっぽろアークシティ（札幌市厚別区）さんのご協力で美味しい料理とお酒

で、賑やかに懐かしい面々の会話が飛び交い、半世紀前にタイムスリップ！アッという間

に３時間が過ぎ、大盛会の内に、次回開催の声が出る中、散会となりました。 

                                                                                      （文責 三橋一志）  



同窓会開催報告            

第７巻 第８号（通号８１号） 

  

 2023年11月3日札幌市「ホテルエミシア」にて、第11回

酪進会総会を開催した。酪進会は、酪農学科家畜管理・行動学

研究室の卒業生の会として1982年に結成され、4年に1度の

総会(冬季オリンピックの年)および毎年卒業生歓迎会、年賀状

の会員への送付を中心に活動を行なっている。第10回総会が

2018年に開催されているため、本来であれば2022年に総会

が開催されるはずであるが、コロナ禍のため実施できず、5年

ぶりの開催になった（次回以降は男子ラグビーWCPの年）。 

 同伴者も含めた元教員および卒業生の参加者は100名で、

現3年生(6名)、4年生(7名)を含む計113名の総会となった。

総会では、物故者（西埜教授、干場教授含む）の紹介と黙とう

の後、新体制の承認が行われた。さらに、研究室の現状と酪進

会会計および活動を森田教授が報告した。懇親会では、前田会

長の挨拶の後、卒業年次ごとの自己紹介・近況報告があり、最

後は、、出嶋副会長の閉会の辞に続く酪農讃歌で会を閉じた。

2024年1月27日には酪進会卒業生歓迎会が、2027年11月

には酪進会総会が予定されている。次回の開催が楽しみであ

る。 （文責 森田茂） 

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss 

  

 我々酪農学園機農高校酪農経営科５期生は、１９７０年の春

に卒業し、今年で５３年が過ぎ年齢も７１歳を越えようとして

います。仕事多忙の時期が過ぎた４０代より数年置きに札幌と

帯広を交互に同期会を開いて来ましたが、今回はコロナの影響

もあり延期を重ね、８年ぶりに札幌のホテルを会場に、恩師の

伊藤先生や深澤先生にお越し頂き、同期３０名が全国から集い

開催できました。 

 卒業後初めて参加したメンバーもあり、それぞれの現況を報

告し合う中、寮生活を通して同じ釜の飯を食べた仲だからこそ

語り合える昔話で盛り上がり、楽しい一夜を過ごしました。一

夜明けてのロビーでは、次回の同期会でまた再会することを誓

い、名残り惜しくそれぞれの地に帰って行きました。 

                （文責 藤本 謹也）  
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 獣医学科34期生 20周年同期会報告 

  2023年9月23日（土）17時から東京の帝国ホテルを会場

として、獣医34期生41名が集まって卒後20周年同窓会を開催

しました。本来であれば昨年度が20周年に該当する年でした

が、新型コロナウイルス感染症が流行中であったことから自粛

せざるを得ませんでした。 

 しかし、2023年5月に本疾患の感染症法上の位置づけが2類

相当から5類に変更となった辺りから同窓会開催への機運が高ま

り、開催にこぎつけることができました。 

 卒業以来の再会となった同期生もいましたが、再会してしま

えば20年の時を感じることもなく在学中の思い出がよみがえ

り、会場の各所で話に花が咲きました。予定していた2時間は幹

事が考えていた企画を挟みこむ隙も無くアッという間に過ぎ、

ホテルの会場をそのまま時間延長してもらって2次会へ突入しま

した。それでもまだまだ話は尽きることがなく、むしろ盛り上

がる一方で、その勢いのまま銀座の街へと繰り出したのでし

た。（文責 西川晃豊）                                

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss 

 

   

 2023年9月23日（土）18時よりホテルエミシア札幌31F

テラシスにおいて、『酪農学園大学 獣医保健看護学類 ホー

ムカミングデー』を開催しました。 

 現在、本学類では1〜9期生が卒業し、愛玩動物看護師の他、

各方面で活躍しています。 

 愛玩動物看護師の国家資格化もあり、卒後教育の一環とし

て、1〜9期生にホームカミングデー (同窓会) への招集を呼び

かけました。1〜9期生、27名と教員4名が参加し、非常に楽し

く、非常に有意義な会が開催されました。（文責 宮庄 拓）  

  

獣医保健看護学類ホームカミングデー報告 

家畜管理・行動学研究室 酪進会報告 

機農高校酪農経営科５期同期会報告 



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

  酪農学園ワンダーフォーゲル部OB・OG会  

 11月4日 カルルス温泉鈴木旅館にて現役部員7名を含む

27名の参加で総会～懇親会が行われました。 

 2014年11月に創部50周年を期して正式にワンダー

フォーゲル部OB.OG会が設立され、今回第4回目の開催とな

ります。 

 本来であれば2020年11月に開催のところコロナ禍で延

期を余儀なくされ、ようやくこの日を迎える事が出来まし

た。 

 総会では物故者への黙祷に引き続き会長挨拶の後決算報

告、予算案、役員改選、会則の一部変更が審議され現役部へ

の補助額の増額などを決議し活発な意見が取り交わされた。 

その後現役部員による活動報告が主将より行われた。 

 懇親会では元顧問の菊池先生より乾杯のご発声をいただ

き、歓談する中、恒例の近況報告では個性あふれる報告に楽

しい宴会となる。 

 高澤顧問による三味線演奏の後、全員参加の2次会では現

役部員によるワンゲルクイズで大盛り上がり、最後に肩を組

んで部歌を歌う頃には現役部員とも一体感が生まれ、学生時

代の山旅を思い出す。 

 その後3次会に残った強者は日をまたいで語り合い再会を

誓い合いました。 

 翌朝は元気に朝食をとり玄関前で集合写真を撮り無事解散

となりました。（文責 作田昌彦） 

 

 

 夏はラベンダー見物の観光客でにぎわう富良野地方。遠くに

望む十勝岳連峰が初冠雪に覆われ、ふもとの紅葉が見事な10月

31日、富良野地方の中間部、中富良野町の天然温泉「ふらのラ

テール」において短大Ⅱコース５期生（1968年入学）の同期

会が開催された。幹事役は地域持ち回りの開催地、富良野地区

の刑部顕氏と安井士八が務めた。 

 前回の美唄（2018年）から５年ぶりの開催であった、この

間に新型コロナウイルスの感染拡大という予想もしなかった事

態に遭遇、当時中富良野町が北海道の最初の感染源であったこ

ともあり予定から２年遅れでの開催となった。 

 参加者は大阪からかけつけた足立巧夫妻を含めて26名。卒業

以来52年ぶりの再会もありいつもながら顔と名前の一致に手間

取る人もちらほら。15時から受付、記念写真を撮影し18時か

ら同期会が開催された。冒頭これまでに亡くなられた梅津健蔵

氏はじめ25人の級友の冥福を祈り黙とうをささげた。 

 開催地を代表して富良野市の刑部顕氏より開会のあいさつが

あり、Ⅱコース全体の同窓会組織「ふみあと会」の会長であ

り、前ホクレン会長の内田和幸氏（長沼町）による乾杯の発声

で宴会が始められた。 

 宴会ではそれぞれの席で会話が弾み、席を移動して話し続け

る人もいてにぎやかに過ごした。参加者全員による近況報告で

は、「現役を引退して趣味を楽しんでいる」「いやいや財布は

離さん、まだまだ現役」「議員選挙で世話になったので、断り

切れず公職に忙しい」「体の具合がいまいち」など全員が73歳

を超えて高齢者らしい話題が多かったように。なかでも小野敏

氏には最新の住所録を作成して配付してもらい、酪農学園大学

短期大学部同窓会会長の古川豊記氏には同窓会活動の現況報告

や「酪農学園同窓会だより」の配付などで大変に協力してもら

いました。最後に古川豊記氏の発声で締めの頑張ろうを唱和し

閉会した。 

 今後当番地区はそれぞれ変えるものの、次回は皆が集まりや

すい札幌近郊での開催と決まった。また、先を見通せない年代

となり年数を経過させずに開催することも決められた。 

これからも多くの同期生と和やかに交流できることを切望して

います。｟文・安井士八（ひとや）｠   

短期大学Ⅱコース第5期生同期会 



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

東北地区福島県支部総会 

 １１月４日（土）午後３時から郡山市ビックアイ７階市民交流

プラザに於いて酪農学園同窓会福島県支部第１５期通常総会を出

席者総数１５名で開催致しました。学園からは岩野英知学長、同

窓会からは野英二副会長のご臨席を頂きました。 

 総会は事務局の司会で進行し、蛇石祐三酪農学園同窓会福島県

支部長挨拶の後、支部長が議長席につき議事に入りました。 

第１号議案 第１５期事業報告、収支決算報告、会計監査報告 

第２号議案 第１６期事業計画案、収支予算案 

 以上、原案の通り承認されました。 

 総会初頭には野英二副会長様から祝辞と同窓会の近況の報告を

頂き、更に総会終了後の講演会では岩野英知学長から「学園の近

況報告」と題し丁寧で、わかりやすいご講演頂きました。 

 総会、講演会に引き続いて親睦会に入り自己紹介（近況報告）

が行われ、大いに親睦を深める事が出来ました。 

                   （文責 宮崎 雅人） 

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss  

 
農業経済学科昭和５５年卒業生大谷先生を囲む会報告 
 

去る２０２３年１０

月３日（火）札幌市

内のホテル（ジャス

マックプラザホテ

ル）で開催しまし

た。月日の流れるの

は早く、卒業して４

３年、参加者の第一

声は、それぞれの容

姿の変化の話題で盛

り上がり、当時と一

番変わらないのは「大谷先生」という事に・・・ 

大谷先生から当時の思い出を含めた挨拶をいただき、乾杯。参加

者それぞれの思い出や現況報告でにぎやかに時は過ぎ、次回の開

催を楽しみにお開きとなりました。 

最後に逝去され参加できなかった方がいたのは残念です。 （文

責 五十嵐 幸博）  

酪農学園同窓会 

 編集後記 

  北海道の１１月は秋から冬へと様変わりする一番暗い時

期ですが、冷え込むと白銀の世界に変わり、一挙に明るくな

ります。雪囲いやタイヤ交換等冬支度に追われる日々が続い

ていますが、四季折々の中で、秋の表情にも情緒がありま

す。コロナ５類移行に伴ない、同窓会活動が平常時に戻りつ

つあります。是非さまざまな同窓会の企画をお願いします。 

 獣医解剖学教室同門会総会報告 

 獣医解剖学教室（ユニット）同門会総会が5年ぶりに2023

年10月7日（土）17時よりホテルエミシア札幌で開催されま

した。参加者は27名で、道外からも多くの会員が参加してく

れました。 

 開式前、物故者へのご冥福を祈るべく永田先輩の仕切りに

より黙とうを捧げ、竹花会長の挨拶後、事業内容や会計報

告、今後の運営方法なども審議され、全て了承されました。  

 記念写真撮影後に談話会が始まり、まず話題提供として竹

花会長より学生時代の先輩との出会いや、その後の様々な変

遷を経て今日に至った貴重なお話を聞くことが出来ました。  

 続いて向井先輩の乾杯の発声で和やかな会食の時間に入り

ました。あっという間に時間が過ぎ、次回の総会を楽しみ

に、岩佐先輩の一本締めで閉会しました。    


